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経営層と現場担当者が一致した目標を持つことで、デジタル化の成功を確かな
ものにします。  

意識のズレの検出  

経営層と現場担当者の間にある意識のズレ
を早期に検出し、修正することで、デジタ
ル化を効率的に進めることが可能です。  

目的の共有  

デジタル化の目的を再確認し、全員が同じ
ゴールを持つように意識を統一しましょ
う。目的を明確にすることで、プロジェク
トの効果を最大化できます。  

デジタル化の目的とビジョン確認  



01 利点の具体的共有  

デジタル化による業務効率化の
例を共有し、現場での具体的メ
リットを理解しやすくします。
これにより、関係者全員が一貫
した認識を形成できます。  

デジタル化による利点を具体化し、成果を視覚化して全員の理解を深める  

0302 成果の視覚化  

デジタル化の成果をグラフや図
で視覚化し、視覚情報で最終的
な目標への進捗状況を理解しや
すくします。これにより、全員
が目標達成に向けた行動に移し
やすくなります。  

デジタル化の目的とビジョン確認（続き）  



短期目標の明確化とKPI設計により、デジタル化の進捗を効率的に確認・改善
できます。

短期目標の明確化

初期段階で求める成果を具体化
し、プロジェクト開始3ヶ月以内
の達成可能な目標を設定します。
このプロセスは効率を高め、関係
者間で共有することで、目標達成
のモチベーションを持続させま
す。
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KPIの設計と共有

成果を評価するための指標を設定
し、現場担当者と経営層で共有し
ます。これにより、進捗状況を定
期的に確認し、必要な改善策を迅
速に講じることが可能になりま
す。
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短期・長期目標の設定 - 短期目標



長期的な目標設計を行い、進捗管理の定期的方法を探ることで、持続的な成長
を図ります。  

03
定期的方法の構築  
定期的な進捗管理手法を構築し、関係者間で情報を共有。進捗の見える化が
改善活動の効果を高めます。  
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進捗確認の重要性  
長期目標達成のためには定期的な進捗確認が必須です。適切な評価指標を用
いることで、目標達成の確実性を向上させましょう。  
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長期目標の具体化  
長期的なデジタル化の目標を具体的に設定し、業務改善の方向性を明確にし
ます。具体的な数値や成果指標を含めることが重要です。  

短期・長期目標の設定 - 長期目標  



プロジェクトの予算とスケジュー
ルは、現実的かつ戦略的に策定
し、必要な調整を行い柔軟に対応
できる体制を整えます。これによ
って成功率が上がります。  

予算とスケジュール  

取り組みに必要なツールやシステ
ムを適切に選定し、予算計画とと
もに導入計画を策定することが重
要です。リソースの不備は実行の
妨げになります。  

リソースの準備  

各担当者の具体的な役割を事前に
明確に設定することが、スムーズ
なプロジェクト運営を促進しま
す。役割の重複や曖昧さを排除
し、効率を最大化するためです。  

役割の明確化  

各担当者の役割を明確にし、ツールや予算を適切に準備することはプロジェク
ト成功の鍵です。  

役割分担とリソース確認  



チェックリストにカラーコードを導入するこ
とで、視覚的に短期（青）と長期（緑）の目
標を区別しやすくなります。これにより、関
係者が迅速に状況を把握でき、効率的に業務
を進められます。  

カラーコードの活用  

カラーコードとチェックボックスでわかりやすいデジタル化チェックリストを
提案します。  

各チェック項目にチェックボックスを付ける
ことで、進捗を可視化し、必要なタスクが完
了されているかどうかを一目で確認できま
す。これは、プロジェクトの透明性向上や確
認漏れの防止に役立ちます。  

チェックボックスの効果  

視覚的チェックリスト構成案  



01 図解の重要性

図解により情報を直感的に理解
でき、関係者全員が共通の認識
を持ちやすくなります。これに
より、プロジェクトを効率的に
進行でき、迅速な意思決定が可
能になります。

図解を用いてデジタル化目標の達成プロセスを視覚的に明確化します。

0302 具体例の提示

フロー図を用いて短期目標から
長期目標へのステップを視覚的
に提示します。それにより、全
員がプロセスの全体像を把握で
き、目標達成に向けた具体的な
行動を促すことができます。

視覚的チェックリスト構成案（続き）



3ヶ月以内で達成可能な成果を明確にし、チーム全体で共有することが成功へ
の鍵です。  

メンバー全体での共有  

設定した短期目標をチーム全員で共有し、
進捗を定期的に確認することで、目標達成
への意識を統一します。  

明確な短期目標設定  

短期目標は具体的かつ測定可能であるべき
です。例えば、業務処理時間の20%短縮な
どの具体的目標を設定します。  

短期目標設定のアドバイス  



01 定期的な進捗確認  

定期的なミーティングを設定
し、長期目標への進捗状況を評
価し改善点を抽出します。その
際、各部門が協力してデータを
分析し、継続的な改善を目指し
ます。  

長期目標の進捗を評価する指標の活用により、戦略的かつ持続的な成長を促進
します。  

0302 評価指標の具体化  

評価指標を具体的に設定し、数
値で進捗を可視化します。指標
として、ROIや顧客満足度など
を用いることで、目標を明確化
し達成へのロードマップを描き
ます。  

长期目標設定のアドバイス  



役割の重複を避けるための確認プロセスと具体的な方法を示します。

役割の明確化  

役割を明確にすることで、重複や
責任擦り付けを防ぎ、チーム全体
の効率が向上します。具体的に
は、各メンバーの責任範囲を文書
で明示し、定期的に確認します。
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関係者のコミュニケーション  

定期的な関係者間の対話を行い、
役割分担の現状を確認します。こ
れにより、新たな問題点や改善策
が早期に発見され、迅速に対応で
きます。お互いの役割を把握する
機会を設けてください。 
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役割分担のアドバイス  



こういった問題が起きていませんか？

どこに相談したら良いか分からない システムは良くわからない

何を相談したら良いか知識がない コストが大きくかかるのではと不安

ご相談は01switchへ

お気軽にどうぞ！　info@01switch.jp　まで


